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東京海上ディーアール  株式会社

この連載は、人それぞれが「大切にしている言葉」を、経営者のみならず

さまざまな立場の方から、エピソードを交えてご紹介いただくものです。

代表取締役社長     水野　一幸 氏
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連
載

◆本 社 所 在 地 

◆事 業 内 容

◆創     業
◆資    本    金
◆従 業 員 数

東京都千代田区大手町 1-5-1
大手町ファーストスクエア ウエストタワー 23F
リスクマネジメントにかかる各種コンサルティング・調査
研究業務
（本誌表紙うら面見開きの広告 「mini つく動画」 もご参照ください）

1996（平成 8）年 8 月
1 億円
441 名（2024 年 3 月１日時点）

先
義
後
利 私が大切にしている言葉は、関西勤務時代に担当させていただい

た、株式会社大丸（当時・現在の㈱大丸松坂屋百貨店）さまから伺っ
た「先義後利」という言葉です。元々は中国の荀子の教えに由来する
ものですが、大丸さまは 1717 年の創業の数年後に、「先義後利」（正
しい人の道（義）を貫けば、利益は後からついてくる。）を経営理念
に掲げられたとのことでした。
その後、「大塩平八郎の乱」の際に、大塩平八郎が「大丸は義商（義
を大切にする店）なり、大丸だけは焼き討つなかれ。」と命じ、焼き
討ちを逃れたエピソードが語り継がれていることも知りました。
普段から正しい道を貫けば、利益は必ず後からついてくるという言
葉は、日々の業務において、短期的な利益を追い求めがちになった際
に、自らを戒める言葉として今でも大切にしています。
また、何より素晴らしいのは、創業から約 300 年経過した大丸さ
まの経営陣の皆さまが、その経営理念をしっかりと守られていたこと
です。
東京海上グループも今年で創業 145 年を迎えますが、大丸さまの
ような軸のブレない会社であり続けたいと思います。

企業サイトにリンクします ▶

シンボルマークや社名の書体（これらを総称して
ロゴマーク）には、会社のビジョンや経営理念な
どさまざまな想いが詰っています。そうした各社
各様のロゴマークをご紹介します。 

Ｑ1. 事業内容をご紹介ください
私たちは金属加工全般を、発注メーカー様の設計・開発段階

から共同で「ものづくり」を行っています。設計のセオリー

にとらわれずさまざまなメディアなどからヒントを得て柔軟

に発想し、時代のニーズに合った提案をしています。提案を

もとに加工から組立・据付まで一貫したものづくり、それが

私たちの仕事です。

Ｑ2. ロゴマークに込めた思いをお聞かせください
右の正方に並んだ円は社員全員の技術力と団結力を示し、円

全体は時流にとらわれない独自性と安定性を表します。

「ａ」は、常に外部に向けて発信していく赤井工作所の姿勢

とマインドのシンボルです。

Ｑ3. 貴社の強み、アピールポイントをお聞かせください
私たちは時代に要求されているスピードアップを図るために

新しい設備を導入し、少しでもお客様のお役に立つように敏

速で正確な業務を心がけています。

また、近年では今後大いに期待される、航空・宇宙分野の市

場で必要とされる口径3ｍ超小型衛星地上局アンテナの開

発・製造に新たに取り組んでいます。

企業理念

株式会社　赤井工作所

一枚の鋼板から無限のモノを作り出す。

敷地内にＳＬ「D51」を展示

超小型衛星地上局アンテナ

私たちは、自己技術を駆使したお客様に満足いただける製品つくりを通じ、

社員の幸福と社会への貢献を実現します。

　 ・ 時代の変化に対応した、技術革新と向上に努める。

　 ・ お客様のニーズに対応した製品つくりに努める。

　 ・ 製品提供を通じ社会貢献に努める。

　 ・ 社員一同が人の和を大切にする企業活動を行う。

　 ・ 社員一同が喜びを分かちえる企業を目指す。

本　　社：和歌山県岩出市根来 2027-2

創　　業：1967（昭和 42）年 2月

資 本 金：1,000 万円

従業員数：90 名（2024 年 7 月末現在）
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